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第５学年 算数科学習指導案

日 時 平成１７年９月２７日（火）５校時

児 童 ５年２組 男 名 女 名 計 名11 13 24
授業者 平 孝子

１ 単元名「小数のかけ算を考えよう」

２ 単元について

( ) 教材について1
第５学年の「数と計算」の領域における目標は 「小数及び分数の意味や表し方についての，

。 、 ， ，理解を深める また 小数の乗法及び除法の意味について理解し それらの計算の仕方を考え

適切に用いることができるようにするとともに，分数の加法及び減法の意味について理解し，

それらの計算の意味を考え，用いることができるようにする 」である。本単元の主なねらい。

は，この目標を受け 「乗数が小数の場合の乗法の意味とその計算の仕方について理解し，そ，

。 ， 。」れを用いる能力を高める また 計算法則は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理解する

ことである。

児童はこれまでに，小数について第４学年「小数」で の位の範囲で仕組みや加減計算1/10
について学習している。そして，第５学年「小数と整数のしくみ」で小数の意味を の1/1000
位まで拡張し，小数が整数と同じ十進数であることを学習している。また，小数の乗法につい

ては，第５学年「小数のかけ算とわり算」で小数×整数の意味と計算の仕方を学習している。

本単元では，小数をかけることの意味を拡張し，その計算方法を考え，理解するとともに，小

数の乗法ができるようにする。また，計算法則は数範囲が小数の場合にも成り立つことを理解

する。

本単元での学習内容や学習経験が次の単元の「小数のわり算」の学習，第６学年での「分数

のかけ算とわり算」の学習に結びついていく。

( ) 児童について2
学級の児童は，意欲的に算数の学習に取り組もうとする子が多い。しかし，筋道を立てて考

えたり，既習内容をもとにして考える力には個人差がある。

， 「 」 ． ，７月に行った算数の勉強についての意識調査では 算数の勉強が よく分かる ５８ ３％

「だいたい分かる」３７．５％であった。問題を解く時に既習内容を使って自力解決が「でき

る」５４．２％ 「だいたいできる」３３．３％であった。また，小数の計算のやり方につい，

て「できる」９１．７％ 「だいたいできる」８．３％，小数の文章題を解いたり・作ったり，

「できる」５８．３％ 「だいたいできる」２５．０％という結果であった。，

レディネステストの結果は，次の通りであった。

（ ）問題のねらい 正答率 ％

小数点を移して 倍 倍 にした数をつくることができるか ８８．５％10 100 1/10 1/100， ， ， 。

小数の相対的な大きさを理解しているか。 ９９．１％

計算のきまりを活用して 小数×整数の計算の仕方を考えることができるか ３３．３％， 。

小数×整数の計算ができるか。 ７１．８％

被乗数が小数の場合のかけ算の問題を解決することができるか。 ９１．６％

小数×小数の計算ができるか （未習内容） ８．３％。

既習内容は，ほぼ身についているといえる。しかし，計算のきまりの活用と小数×

整数の計算の正答率が低かった。普段の様子から推測すると，計算のきまりは理解し
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ているが，問題にあるような式の形で表現することができなかったと思われる。小数

×整数の計算では末尾の０の処理や繰り上がりでのつまずきがみられた。本単元を進

めるうえで計算のきまりは不可欠である。よって本単元の学習の前に計算のきまりに

ついて習熟を図る必要がある。

( ) 指導について3
プロローグでは，既習のかけ算やわり算について整理し，その計算方法を思い出させる。ま

た，整数×小数，小数×小数，整数÷小数，小数÷小数を学習していくという見通しをもたせ

る。

第１小単元「小数のかけ算」では，小数をかけることの意味を言葉の式や数直線図を手がか

りにとらえさせ，確実に立式させる。整数×小数の計算では，整数の計算に帰着し小数の乗法

の仕方を考え，理解させる。小数×小数も同様に考え，筆算ができるようにする。また，数直

線から乗数の大きさを視覚的にとらえさせながら，純小数をかけると積は被乗数より小さくな

ることを理解させる。第１小単元の後半には，これら小数の乗法の学習と既習の面積公式や交

換，結合，分配法則を結びつけて，小数の場合でも成り立つことを理解させ，問題を解決でき

るようにさせる。

第２小単元「小数の倍とかけ算」では，数直線図から小数倍することの意味を視覚的にとら

えさせ，理解を深める。また，第１小単元で学習した「整数の計算に帰着し，小数の乗法を計

算する」という考え方を適用し，倍を表す数が小数の時も，比較量は基準量×何倍で求められ

ることを理解させる。

各時間の終わりには，振り返りとしてノートにその時間に分かったことや自己評価等を記入

させ，次時への意欲づけとしたい。

＜レディネステスト＞
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３ 単元分析表

単 元 の 目 標 時 １

型 導入

○乗数が小数の場合の乗法の意味とその計算の仕方について理解し それを用いる能力を高める ・小数をかけることの意味を理， 。

また，計算法則は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理解する。 目 解する。

標

【関 ・ 乗数が小数の場合でも，既習の整数の場合の数量関係などをもとにして，乗法の式に】

表そうとする。

【数 ・ 整数の乗法計算と関連づけて，乗数が小数の乗法計算の仕方を考える。】

【表 ・ 乗数が小数の乗法計算をすることができる。 主 考）数直線図やことばの式を用】

【知 ・ 乗数が小数の乗法の意味やその計算の仕方を理解する。 な いて，小数をかけることの意】

評 味を考えている。

価 知）小数をかけることの意味を

規 理解している。

準

関 連 と 発 展

・１ｍのねだんが８０円のリ

問 ボンがあります。次の長さを

題 買うと代金はいくらでしょ

う。

m m m２ ，３ ，２．３

・リボンの長さが小数でも，か

課 け算の式でいいのかを確かめ

題 よう。

・数直線図で考える。

や

っ ８０ □(円)

て

み

る

2 3０ １ ２ ．

(ｍ)

・ことばの式で考える。

１ の代金×買った長さm
＝代金

・考えを発表し合い，整数のと

確 きと同じように式をたてるこ

か とができることを確かめる。

め

る

・リボンの長さが小数で表され

ま ていても，その代金を求める

と には，整数のときと同じよう

め に，かけ算の式をたてます。

る

・振り返りをする。

広

げ

る

教 ・リボンの長さが２ｍや３ｍの

師 ときの図をもとにして，同じ

の ように考えていくことを助言

支 する。

援
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時 ２ ３（本時） ４ ５

型 導 入 展 開 展 開 展 開

・整数×小数の計算の仕方を理 ・小数どうしの乗法の計算の仕 ・小数どうしをかける筆算を理 ・純小数をかけると，積は被

目 解する。 方を理解する。 解し，その計算ができる。 乗数より小さくなることを理

標 解する。

考）既習の整数×整数，小数× 考）乗法の性質を用いて整数の 表）１／１０の位までの小数ど 考）数直線上の乗数の大きさと

主 整数などに関連づけて，整数 計算に帰着させ，１／１０の うしをかける筆算（末尾の０ 関連づけて，被乗数と積の大

な ×小数（１／１０の位までの 位までの小数どうしをかける を処理したり，０を補う場合 小関係について考えている。

評 計算の仕方を考えている。 計算の仕方を考える。 も含む）ができる。 知）純小数をかけると，積が被

価 知）整数×小数の計算の仕方を 知）小数どうしの乗法の計算で 知）小数×小数の筆算の仕方を 乗数より小さくなることを理

規 理解している。 は，整数の計算をもとにして 理解している。 解している。

準 計算できることを理解する。

・１ｍの重さが２．３㎏のパイ ・１ｍのねだんが 円のリボ80
問 （前時と同じ） プがあります。このパイプ （前時と同じ） ンがあります。

題 ２ ８ｍの重さは何㎏ですか このリボン１．８ｍ，０．８． 。

ｍの代金はそれぞれ何円です

か。

・８０×２．３のような整数 ・小数×小数の計算の仕方を考 ・小数×小数の筆算の仕方を考 ・小数のかけ算のかける数と積

課 ×小数の計算のしかたを考 えよう。 えよう。 の大きさの関係を調べよう。

題 えよう。

・２．３ｍは０．１ｍが２３こ ・小数×整数になおして計算す ・整数×整数の筆算をもとにし ・１．８ｍの代金を求める。

,分。まず，０．１ｍの値段を る。 て考える。 ８０×１．８＝１４４

求め その２３こ分を求める ２．３×２．８＝６．４４ ２３ 倍 ２３ 答え １４４円， 。 . 10
や ８０×２．３ ↓ 倍 ↓ 倍 ×２８ 倍 ×２８ ・０．８ｍの代金を求める。10 10 . 10
っ ＝（８０÷１０）×２３ ２．３×２８ ＝６４．４ ６４ ４ 倍 ６４４ ８０×０．８＝６４. 100
て ＝１８４ １／１０ 答え ６４円

み ・２．３ｍを１０倍して２３ ・整数×整数になおして計算す １／１００ ・気がついたことをノートに書m
る 分の値段を求め，代金を１／ る。 く。

１０にする。 ２．３×２．８＝６．４４

８０×２３＝ １８４０ ↓ 倍 ↓ 倍 ↓ 倍10 10 100
１８４０÷１０＝１８４ ２３×２８ ＝６４４

1 100／

答え １８４円 答え ６．４４㎏

・どの考えも，整数の計算にな ・整数×整数になおして計算し ・０．８をかけると，積がかけ

確 おして計算している。 ている。 ２３ 倍 ２３ られる数より大きくなる。. 10
か ８０×２．３＝１８４ ×２８ 倍 ×２８. 10
め ↓１０倍 ↓１０倍 ２．３×２．８＝６．４４ ６４ ４ 倍 ６４４. 100
る ８０×２３ ＝１８４０ ↓ 倍 ↓ 倍 ↓ 倍10 10 100

／ ２３×２８ ＝６４４ １／１００1 10
／ ・手順をことばで確認する。1 100

ま ・整数×小数の計算は，整数 ・小数×小数の計算は，整数× ①小数点がないものとして計算 ・小数のかけ算では １より小,
と の計算になおして求めるこ 整数の計算をもとにして計算 する。 さい数をかけると，積はかけ

め とができる。 すればよい。 ②積の小数点は，かけられる数 られる数よりも小さくなる。

る とかける数の小数点の右にあ

る数の和だけ，右から数えて

うつ。

広 ・適用問題を解く。 ・適用問題を解く。 ・適用問題を解く。 ・適用問題を解く。

げ ・振り返りをする。 ・振り返りをする。 ・振り返りをする。 ・振り返りをする。

る

教 ・数直線図を使って，視覚的に ・前時のまとめをもとに，小数 ・前時に学習した計算の仕方を ・数直線図をもとに，０．８を

師 考えさせる。 を整数になおして考えること もとに，筆算の仕方を考えさ かけたときは，積が８０より

の ・かける数を整数になおして考 を助言する。 せる。 も小さくなることに気づかせ

支 えるよう助言する。 る。

援
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時 ６ ７ ８ ９

型 展 開 展 開 習 熟 導 入

・長方形の辺の長さが小数の ・数が小数の場合でも，交換， ・学習内容を確実に身につけ ・小数倍の意味の理解を深め

目 場合も面積公式が適用でき 結合分配法則が成り立つこ る。 る。,
標 ることを理解する。 とを理解する。

知）長方形の辺の長さが小数 知）小数の場合でも，交換， 表）学習内容を正しく用いて， 考）小数倍の意味を，数直線図

主 の場合も面積公式を適用し 結合，分配法則が成り立つ 問題を解決することができ を用いて説明することができ

な て面積を求められることを ことを理解している。 る。 る。

評 理解している。 知）倍を表す数が純小数になる

価 場合があることを理解してい

規 る。

準

・たてが２．３㎝，横が３．６ ・整数のときに成り立った計 ・右の表のような長さのリボン

問 ㎝の長方形の面積を求めま 算のきまりは，小数でも成り があります。赤のリボンの長

題 しょう。 立つかどうか調べましょう。 さをもとにすると，ほかのリ

（１）■×●＝●×■ ボンの長さは，それぞれ何倍

（２ （■×●）×▲＝■× ですか。）

（●×▲） 赤 ５ｍ 白 １０ｍ

（３ （■＋●）×▲＝■×▲ 青 １２ｍ 黄 ４ｍ）

＋●×▲

・辺の長さが小数で表されて ・整数のときに成り立った計 ・今まで学習してきたことを確 ・どんな計算をしたらよいかを

課 いるときも，面積の公式が 算きまりは，小数でも成り かめよう。 考えよう。

題 つかえるかどうか調べよう。 立つか調べよう。

・ｃｍの単位をｍｍの単位に ・計算のきまりが，小数でも成 ・Ｐ．８１「やってみよう」の ・白のリボン

なおして考える。 り立つか予想する。 問題 １０÷５＝２

２．３ｃｍ＝２３ｍｍ, ・■●▲にあてはめる小数を決 ２倍

や ３．６ｃｍ＝３６ｍｍ める。 ・青いリボン

っ １辺が１ｍｍの正方形が ・３つの計算のきまりが成り立 １２÷５＝２．４

て ２３×３６＝８２８（こ） つか調べる。 ２．４倍

み この正方形が１００こで

る １ｃｍ ・黄のリボン２

８２８÷１００＝８．２８ ４÷５＝０．８

ｃｍ ０．８倍（ ）２

・単位をｍｍになおして考えた ・調べた結果を話し合う。 ・考えを発表し合う。

確 答えを確かめる。 ・ つの計算のきまりは，小数3
か ・２．３×３．６を筆算でやっ でも成り立つことを確認す ・０．８倍の意味を数直線を使

め てみる。 る。 って使って確かめる。

る

ま ・面積は辺の長さが小数で表 ・整数のとき成り立った計算 ・ より小さい倍で表す倍もあ1
と されていても，公式を使っ のきまりは，小数でも成り る。

め てかけ算で求めることがで 立つ。

る きる。

広 ・適用問題を解く。 ・適用問題を解く。 ・振り返りをする。 ・適用問題を解く。

げ ・振り返りをする。 ・振り返りをする。 ・振り返りをする。

る

教 ・ミリメートル単位になおせ ・■●▲に当てはめる小数は， ・期間指導をしながら，児童の ・数直線図を使って，視覚的に

師 ば整数の乗法で求められる ， のような大きい小数 つまずきを見つけ，個別指導 倍の意味をとらえさせる。89 6
の ことを助言する。その際， や， ． などの小数はさけ をする。7 0
支 １辺が１ｍｍの正方形が させる。

援 個で１ｃｍ あること ・整数と小数の似ているとこ100 ２

を知らせる。後で確認する ろや，今までの学習で感じ

ために，面積の見当をつけ たことを振り返らせる。

ておく。
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時 １０ １１～１３

型 展 開 習 熟

・倍を表す数が小数の時も，比 ・学習内容の理解を確認する。

目 較量は基準量×何倍で求めら

標 れることを理解する。

知)倍を表す数が小数の時も， 知）基本的な学習内容について

主 乗法を用いて何倍かにあたる 理解している。

な 大きさが求められることを理

評 解している。

価

規

準

・赤，青，黄の３本のテープが

問 あります。赤のテープの長さ

題 は５ｍです。青のテープの長

， ．さは 赤のテープの長さの 3
倍，黄のテープの長さは，5
赤のテープの長さの ． 倍0 6
あります。青と黄のテープは

それぞれ何ｍですか。

・ ． 倍， ． 倍にあたる大 ・学習してきたことを確かめよ3 5 0 6
課 きさの求め方を考えよう。 う。

題

・数直線図を基に， ｍを ・Ｐ．８４「たしかめよう」5 1
とみたとき

青いテープ ・Ｐ．１０８～１０９

や × ． ＝ ． （ｍ） （発展的な問題）5 3 5 17 5
っ 黄色いテープ

て × ． ＝３ （ｍ）5 0 6
み

る

・考えを発表し合い，答えを確

確 かめる。

か

め

る

ま ・小数の倍にあたる大きさは，

と 整数の倍にあたる大きさを求

め めたときと同じように，かけ

る 算で求められる。

広 ・適用問題を解く。 ・振り返りをする。

げ ・振り返りをする。

る

教 ・整数倍である２倍や３倍のと ・期間指導をしながら，児童の

師 き，どのように立式するかを つまずきを見つけ，個別指導

の 考えさせ，それをもとに立式 をする。

支 させる。また，前時に学習し

援 た倍の意味と数直線図を関連

させて， × ． というか5 3 5
け算の意味を知らせる。

・ ． 倍は 倍より小さいが0 6 1
青いテープのときの， ｍ5
の ． 倍と同じ関係である3 5
ことを図と対比して考えさせ

る。
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４ 本時の指導

（１）目標

小数どうしの乗法の計算の仕方を理解する。

【数学的な考え方】小数どうしの乗法の計算の仕方を整数の乗法に帰着して考えている。

【知識・理解】 小数どうしの乗法は整数の乗法に帰着して計算すればよいことが分かる。

（２）基礎的･基本的な学習内容を定着させる学習の工夫

本時の基礎･基本は小数どうしの乗法を整数の計算に帰着し，その計算の仕方を考え，理解す

ることである。そこで本時は，次のような指導の工夫をし，基礎･基本となる学習内容の定着を

図る。

「つかむ」段階では，問題提示の工夫により，児童の意欲を喚起させ，自力解決のための見通

しを持たせる。まず，前時の練習問題に関連させて本時の問題を提示する。本時の問題は前時の

練習問題と重さと単位のみが変わることから，児童は確実に立式できると考えられる。次に，前

時の練習問題では整数×小数を整数の乗法をもとに考えたことを想起させ，自力解決のヒントと

なるようにする。そして，前時の整数×小数の式と本時の小数×小数の式を比較し，本時の課題

を明確にさせる。

「やってみる」段階では，数直線図をもとに，みんなで答えの予想を立てさせてから自力解決

に取り組ませる。自力解決できない児童には，もう一度既習内容を想起させる。

「 」 ， 。ひろげる 段階では 学習プリントを用いて本時の基礎的･基本的な学習内容の定着を図る

学習プリントは，小数どうしの乗法の計算の手順を書いて確かめ，さらに言葉で説明するように

した。小数どうしの乗法の計算の仕方を書いてまとめ，説明する活動により，本時の基礎的･基

本的な学習内容への理解が深まると考えた。

（３）展開

段階 学習活動 指導上の配慮事項と評価

（★仮説に関わる指導の工夫）

１ 問題を把握する ・前時の練習問題にふれ，どんな式が立ったか

つ 想起させる。

か ★前時の練習問題では整数×小数の式が立ち，1m 2.3 kgの重さが のパイプがあります。

む 整数の計算をもとにして考えたことを想起このパイプ の重さは何 ですか。2.8m kg
させる。

○立式する。 ・立式ができているか把握する。

７

分 ２ 課題を把握する

○前時の小数のかけ算と比べてみる。 ★前時の練習問題の式と本時の問題の式を比較

させ，本時は小数×小数の計算であることに

小数×小数の計算の仕方を考えよう。 気づかせる （既習と未習の接点を見せる）。

３ やり方を考える

・数直線図を用いて答えの予想を立てさせる。

①みんなで考える。

○答えの予想をたてる。

・ ぐらい。6kg
・ より重くて， より軽い。4.6kg 6.9kg
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や 考 小数どうしの乗法の計算の仕方を整数の

っ ②自分で考える 乗法に帰着して考えている。

て ○ × の計算の仕方を考える。 （観察･ノート）2.3 2.8
み Ａ 小数どうしの乗法の計算の仕方を整数

る ア 小数×整数にして計算する の乗法に帰着して考え，説明できる。

× ＝ Ｂ 小数どうしの乗法の計算の仕方を整数2.3 2.8 6.44
の乗法に帰着して考えている。↓ 倍 ↑10 1/10

１０ × ＝ Ｃの児童への支援2.3 28 64.4
分 既習の整数×小数の時の計算の仕方を

イ 整数×整数にして計算する 想起させ，整数の乗法をもとにして考

× ＝ えるとよいことに気づかせる。2.3 2.8 6.44
1/10010 10倍↓ ↓ 倍 ↑

23 28 644× ＝

確 ４ 考えを出し合い，検討する

か ○答えの確認をする。

め ○計算の仕方を発表し，考え方の類似点を ・どのように計算の仕方を考えたか，代表的な

る 見つける。 ものを取り上げる。

１０ ・どちらも，かけられる数を整数にして ・どちらの計算の仕方でも，整数にして計算し

分 計算している。 ていることをおさえる。

・整数×整数にして計算している。

ま ５ 本時のまとめをする ・出し合った考えをもとにまとめる。

と ・小数どうしの乗法の計算の仕方を言葉で説明

め 小数×小数の計算は整数×整数の計算 できるようにする。

る をもとにして考える。

５分

６ 練習問題を解く ・学習プリントの記述が終わった児童から，小

広 ○練習問題に取り組む。 数どうしの乗法の計算の仕方を言葉で説明す

げ る練習に取り組ませる。

る

知 小数どうしの乗法は整数の乗法をもとに

して計算すればよいことが分かる。

７ 学習を振り返る （プリント･観察･発言）

○自己評価し，学習感想を書く。 Ａ 小数どうしの乗法の計算の仕方が分か

○本時の学習から次時の学習への見通しを り，文章で記述できる。

１３ 持つ。 Ｂ 小数どうしの乗法の仕方が分かる。

分 Ｃの児童への支援

かけられる数･かける数ともに 倍す10
れば整数の計算になることを個別指導

する。




